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私は授業にてビデオを見て、ブライアン・エプスタインはきっとビートルズに恋をして、

ビートルズのために生まれて、ビートルズと共に心中した、ビートルズの良きワイフだっ

たのだと思った。彼は史実では同性愛者であったとも書かれているが、ビデオではそこに

関しては触れられてなかったがビデオ見た後に、ブライアンに関する情報を探した際にや

けに納得いった。彼のビートルズへの愛が、ビートルズを羽ばたかせたのだろう。ビート

ルズの才能は、確かに卓越していると私も個人的に思う。ポールマッカートニー、ジョン

レノン・・・彼らのような名曲メイカーをひとつのバンドから探し出し、才能に気がつき、

彼らを育て上げる環境を与え、そして「地下室の騒音」から「地球の騒音」にまで育てあ

げる努力は、相当なものであったと思う。ビートルズは結成当時、ジーンズと革ジャンを

はおり相当なうるさい演奏をしていた小さな田舎の港町リバプールのひとつのバンドであ

ったのに、ビジュアル面の改変、そして素行をかえ、一般的に受け入れられない彼らのあ

り方をまず、一般化へのアウトリーチをかけて、彼らの才能を見出し、種から花を咲かせ

るように育てあげて、世の中に解き放ち、彼らの才能を世界へ羽ばたかせた。 

契約する際も、ビートルズのメンバーの人間性を熟知し、うまく人間として距離を保ち

ながら、ビートルズというひとつのムーブメントを爆発させる火種を着々とつけていった

あたりも、ブライアンは、マネージャーとしての手腕以上に、一人の人間としてビートル

ズという音楽、ビート、メンバーのキャラクター、ユーモアに恋をし、愛してたがゆえに、

彼らをいかに一般社会で売り出すべきかよく熟知していたのだと思う。 

ブライアンは演劇学校に通っていたおかげで、演劇論を熟知していたのであろう。いか

に一人のキャラクターのひとつのストーリーの中で輝かせるか？いかにもとはダーティー

なキャラクターでも魅力を見出し、それを輝かせるための技術とストーリーつくりがきっ

と彼の中ではぐくまれたおかげで、ビートルズをうまく「ストーリー化」させ、見事にム

ーブメントに変え、本当のサクセスストーリーへと昇華させることができたのであろ

う・・・とビデオを見てそう推測することもできた。 

私はブライアンの人生は、ビートルズに出会う前は優秀だけれども、泣かず飛ばずの、

孤独な人生であっただと思う反面、ビートルズとであったことで彼は「完全」になれたの

だと思う。逆にビートルズも彼の存在なくして「完全」にはなれなかった。彼の中途半端

さと、表向きのエリートぶりさが、ビートルズの堕落した部分をうまく隠しよく見せるプ

ロセスを生み出すことができたのだと思える。そして彼らを受け入れ愛し続けることがで

きたからこそ、人間同士としての関わりあいもビートルズとよくできたおかげで、彼らの

すばらしい才能を育て上げることも、ビートルズに彼が人生をささげたことで可能となっ

た。更にブライアンのビートルズに出会うまでの学生時代（ロンドンの王立演劇学院）の

プロセスまでも、演劇を学ぶものから、きり代わり、音楽を学び、彼の音楽に対する広い



見聞を生むきっかけとなるレコード会社へ向かうプロセスまでも、ビートルズをひとつの

舞台演劇のショーのようにビートルズのキャラクターをうまく生かし引き立て、サウンド

面も育て上げ、名曲メイカーをひとつのバンドから多く輩出することまでできる、マネジ

メント力につながったのだと思う。 

彼は、ビートルズをワールドデビューさせ、羽ばたかせることができ、そして役目を終

えたようにまた一人孤独に一生を終えたが、彼の人生に光を当てて考えてみたら、彼なし

ではビートルズという存在も、ロックという音楽ジャンルの存在も今日のように受け入れ

られただろうか？名曲達がたくさん生まれただろうか？ビートルズ世代でもないわれわれ

の手元に届いただろうか？という疑問にまでつながる。彼の人生はまさに「ビートルズへ

の愛」に尽きると思う。ビデオでは彼の人生を悲しくも、美しく、実は英雄だったという

演出がなされていたが、それもそうだと思ったが、彼は本当にビートルズに心酔し、愛し

ていたからこそ、ビートルズをも、地下室という闇から、光あるステージに引っ張り上げ

ることができたのだと思う。 

ブライアンなくしてビートルズあらず。ビートルズなくしてブライアンの人生あらず、バ

ンドと音楽と人にも深い奇縁があり、それさえも演劇的に思えて仕方ない。ブライアンの

人生はビートルズのために存在していたのだといえよう。 

 

マネージャーには、テクニックや手腕や、頭のキレなども要求されるが、やはり、ブラ

イアンのようにマネジメントする対象の可能性を知り、問題点を知り、輝かせる道を知り、

育て上げるプランまで推し進めたという点から、いかにマネジメントする対象を愛しきっ

ているかが大事だなと考えさせられるビデオだった。マネジメントといえど、やはり人間

同士で成り立つものだからこそ、「愛」は必要であるなとも考えさせられた。 

 


